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』
尚
す
ぎ
る
国
保
料
全
国
一
の
介
護
保
険
料

市
民
に
寄
り
添
い
引
き
下
げ
を

　
詰
器
皿
井
上
♂
が
横
山
♂
に
迫
る

　
1
0
月
3
0
日
の
大
阪
市
議
会
す
。

決
算
特
別
委
員
会
で
、
日
本
　
井
上
氏
が
理
由
を
正
し
た

共
産
党
の
井
上
浩
議
員
が
、
の
に
対
し
、
市
は
「
国
保
は

司
市
の
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
相
互
扶
助
の
制
度
。
減
免
費

保
険
（
国
保
）
料
や
、
金
国
用
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

二
局
い
介
護
保
険
料
の
引
き
入
れ
に
頼
ら
ず
、
保
険
料
で

下
げ
を
求
め
て
、
横
山
英
幸
賄
う
の
か
基
本
」
「
負
担
の

市
長
（
大
阪
維
新
の
会
代
表
緩
和
を
目
的
と
す
る
任
意
繰

代
行
）
な
ど
に
質
問
し
ま
し
人
は
、
解
消
・
削
減
す
べ
き

た
。
　
　
　
　
　
　
対
象
の
赤
字
。
任
意
繰
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
提
と
し
な
い
運
営
が
基

国
呆
ま
土
会
呆
障
　
本
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

　
　
¥
Ｑ
９
‐
￥
ｎ
¥
～
‐
　
　
ｔ
上
氏
は
、
国
保
法
7
7
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
特
別
の
理
由
が
あ
る

　
大
阪
府
内
で
は
維
新
府
政

が
強
行
し
た
「
国
保
統
一

化
」
で
、
２
０
２
４
年
度
か

ら
保
険
料
率
が
完
全
統
一
と

な
り
、
そ
れ
ま
で
市
町
村
が

独
自
に
行
っ
て
い
た
保
険
料

の
減
免
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
加
入
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
、
｝
般
会
計
か

ら
国
保
会
計
へ
の
任
意
繰
入

も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

者
」
に
対
し
て
、
市
町
村
や

国
保
組
合
が
条
例
・
規
約
で

保
険
料
を
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
定
め
て
い
る
と
指

摘
。
「
独
自
減
免
は
統
一
夜

も
法
的
に
可
能
。
国
保
は
社

会
保
障
で
あ
り
、
生
活
困
窮

者
を
救
う
制
度
だ
。
血
も
涙

も
な
い
府
の
や
り
方
に
従
う

必
要
は
な
い
」
と
力
説
し
ま

し
た
。

　
ま
た
国
保
会
計
の
剰
余
金

を
積
み
立
て
た
基
金
は
、
府

内
市
町
村
全
体
で
約
３
４
４

億
円
（
2
3
年
度
末
）
に
上

り
、
大
阪
市
単
独
で
約
8
9
億

円
（
2
4
年
度
末
）
あ
る
こ
と

を
示
し
、
加
入
者
の
負
担
軽

減
な
ど
「
有
効
に
生
き
た
活

用
を
す
べ
き
」
と
提
案
し
ま

し
た
。

っ
て
い
ま
す
。

　
井
上
氏
は
、
大
阪
市
の
現

行
制
度
で
は
所
得
が
１
千
万

円
を
超
え
る
と
保
険
料
は
一

定
で
、
不
公
平
だ
と
指
摘
。

堺
市
で
は
保
険
料
は
1
8
段
階

あ
る
の
に
対
し
、
大
阪
市
は

1
5
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

と
し
、
「
第
1
0
期
に
向
け
て

保
険
料
の
多
段
階
乞
を
検
討

す
べ
き
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
、
大
阪
市
の
国

保
科
と
介
護
保
険
料
の
負
担

は
あ
ま
り
に
も
重
く
、
高
齢

者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る

と
強
調
。
「
保
険
料
の
負
担

軽
減
へ
、
市
長
自
ら
が
全
力

で
取
り
組
む
べ
き
」
と
迫
っ

た
の
に
対
し
、
横
山
市
長
は

　
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
施
策

国
負
旦
曽
を
迫
れ
　
ゃ
介
護
予
防
事
業
を
進
め
る

　
　
＋
ｉ
ｉ
　
、
　
　
こ
と
が
、
保
険
料
の
低
減
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
が
る
」
な
ど
と
答
え
ま

　
大
阪
市
の
介
護
保
険
料

（
2
4
年
度
か
ら
３
年
間
の
第

９
期
）
の
基
準
額
（
月
額
）

は
９
２
４
９
円
で
、
第
８
期

と
比
べ
て
１
１
５
５
円
増

加
。
全
国
平
均
６
２
２
５
円

と
比
べ
て
３
０
２
４
円
、
大

阪
府
内
平
均
７
４
８
６
円
と

比
べ
て
１
７
６
３
円
高
く
な

質
問
す
る
井
上
議
員
＝
1
0

月
3
0
日
、
大
阪
市
議
会
決

算
特
別
委
員
会

し
た
。

　
井
上
氏
は
、
［
予
防
は
大

事
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
い
い

の
か
。
市
民
の
窮
状
に
寄
り

添
う
の
が
市
長
の
立
場
だ
］

と
反
論
。
介
護
保
険
で
は
制

度
開
始
以
来
、
2
5
価
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
国
庫
負
担
を

引
き
上
げ
る
よ
う
、
国
に
強

く
迫
る
べ
き
だ
と
し
、
「
暮

ら
し
応
援
と
物
価
高
対
策
は

急
務
。
具
体
的
な
保
険
料
引

き
下
げ
の
方
策
を
示
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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